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●年金と税金
●国民年金保険料の納付は口座振替が便利でお得です
●インターネットでも生活習慣病予防健診の申込みができます
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健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の

加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の

加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
常
時
使
用
さ

れ
、報
酬
を
受
け
て
い
る
人
は
、国
籍
・
年
齢
・
給
料
の
多
少
・
年
金

受
給
の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
、健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
て
い
て
も
、満
七
十
歳
に

達
し
た
人
は
厚
生
年
金
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
、健
康
保
険
の
み

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、健
康
保
険
は
満
七
十
五
歳
に
達
す
る
と
資
格
を
喪
失

し
、後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　「一
日
ま
た
は一
週
間
の
勤
務
時
間
」お
よ
び「
一ヶ
月
の
勤
務
日
数
」が
、そ
の
事
業

所
で
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
一
般
従
業
員
の
お
お
む
ね
四
分
の
三
以
上
あ

る
場
合
は
、パ
ー
ト
従
業
員
も
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、日
々
雇
い
入
れ
ら
れ
る
人
や
季
節
的
業
務
に
使
用
さ
れ
る
人
は
、被

保
険
者
と
な
り
ま
せ
ん
。

　派
遣
さ
れ
た
先
で
就
労
し
ま
す
が
、派
遣
元
が
労
働
者
派
遣
契
約
に
基
づ
き
労

働
者
を
派
遣
し
、報
酬
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、雇
用
関
係
は
派
遣
元
と
労
働

者
と
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、派
遣
労
働
者
に
被
保
険
者
資
格
が
あ
れ
ば
、加
入
手
続
き
は
派
遣

元
の
事
業
主
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　適
用
事
業
所
で
適
法
に
常
時
使
用
さ
れ
て
い
る
外
国
人
も
、国
籍
を
問
わ
ず
健

康
保
険・厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

パ
ー
ト
の
従
業
員
は

労
働
者
派
遣
会
社
か
ら
の
従
業
員
は

外
国
人
の
従
業
員
は

●詳しくは、お近くの年金事務所へお問い合わせください。

パ
ー
ト
・
派
遣
・
外
国
人
従
業
員
の

皆
さ
ま
も
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の

加
入
者
と
な
り
ま
す
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詳しくは、お近くの年金事務所または市町村担当係にお問い合わせください。

　
国
民
年
金・厚
生
年
金
な
ど
の
老
齢
お
よ
び

退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
は
所
得
税
法

に
よ
り
雑
所
得
と
な
り
、支
払
年
金
額
が
一
五

八
万
円
以
上（
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
一
〇
八

万
円
以
上
）の
場
合
は
所
得
税
が
か
か
り
ま

す
。

　
所
得
税
に
は
各
種
の
控
除
が
あ
り
該
当
す

る
方
は「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
提
出
し
控

除
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。各
種
控
除
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
的
年
金
等
控
除
お
よ
び
基
礎
控
除
相
当

②
配
偶
者
控
除
相
当

③
扶
養
控
除

④
障
害
者
控
除

⑤
寡
婦
控
除
ま
た
は
寡
夫
控
除

復
興
特
別
所
得
税

　
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
九

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
生
じ
る
所
得

に
つ
い
て
、
源
泉
所
得
税
を
徴
収
す
る
際
、
併

せ
て
二
・
一
％
相
当
額
の
復
興
特
別
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
四
〇
〇
万
円

以
下
で
、か
つ
、公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
二
〇
万
円
以
下
の
場

合
な
ど
は
、確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
と
な

り
ま
す
が
、次
の
よ
う
な
方
は
確
定
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た

り
、提
出
し
た
後
に
扶
養
親
族
等
の
人
数
に

変
更
が
あ
る
方

②
年
金
以
外
に
収
入（
給
与
等
）が
あ
る
方

③
他
の
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

方
④
生
命
保
険
料
控
除
、社
会
保
険
料
控
除
、医

療
費
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

　
確
定
申
告
は
二
月
十
七
日
か
ら
三
月
十
七

日
ま
で
の
間
に
住
所
地
を
所
管
す
る
税
務
署

等
で
行
い
ま
す
。必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
源
泉
徴
収
票（
日
本
年
金
機
構
か
ら
交
付
さ

れ
た
も
の
）

※

前
記
以
外
の
年
金
収
入
や
給
与
収
入
が
あ

る
人
は
、そ
れ
ら
の
源
泉
徴
収
票
も
必
要
で

す
。

②
生
命
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、そ
の
証
明
書
や
領
収

書
③
確
定
申
告
の
用
紙（
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
）

④
印
鑑

※

詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
本
人
が
来
訪
さ
れ
る
場
合
は
、年
金

証
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
方
が
来
訪
さ
れ
る
場
合
に

は
、交
付
申
請
さ
れ
る
方
の
基
礎
年
金
番

号
が
確
認
で
き
る
書
類（
年
金
証
書
な
ど
）

の
ほ
か
に
、委
任
状
、依
頼
さ
れ
た
方
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な

ど
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
窓
口
交
付
を
行
う
場
合
は
、

交
付
物
の
搾
取
を
防
止
す
る
た
め
、
顔
写

真
に
よ
り
本
人
ま
た
は
代
理
人
（
受
任

者
）
と
確
認
が
で
き
る
も
の
の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、障
害
年
金
、遺
族
年
金
に
つ
い
て

は
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、源

泉
徴
収
票
の
発
行
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
詳
し
く
は
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
源
泉
徴
収
票
は
ど
の
よ
う
な
と
き  

　
　
　
に
使
う
の
で
す
か
？

　
　
　
源
泉
徴
収
票
は
、老
齢
の
年
金
を

　
　
　
受
け
て
い
る
方
に
、昨
年
中
に
支

払
っ
た
年
金
の
総
額
や
年
金
か
ら
差
し
引

い
た
所
得
税
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。税
金
の
確
定
申
告
や
還
付
請
求
を

す
る
と
き
に
は
、こ
の
源
泉
徴
収
票
を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
二
月
に
な
っ
て
も
源
泉
徴
収
票
が

　
　
　
届
か
な
い
と
き
は
？
源
泉
徴
収
票

を
紛
失
し
た
、又
は
確
定
申
告
で
使
っ
た

後
、再
び
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
？

　
　
　
老
齢
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に

　
　
　
は
、今
年
は
一
月
十
一
日
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
源
泉
徴
収
票
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０ｰ

０
５

ｰ

１
１
６
５
）に
お
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

源
泉
徴
収
票
を
再
交
付
し
、ご
本
人
宛
に

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　
お
電
話
を
い
た
だ
い
て
か
ら
源
泉
徴
収

票
を
送
付
す
る
ま
で
、通
常
二
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
。お
急
ぎ
の
場
合
は
、お
近
く

の
年
金
事
務
所
又
は
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
に
来
訪
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

年
金
収
入
は

雑
所
得

年
金
収
入
は

雑
所
得

確
定
申
告
が

必
要
な
方
は

確
定
申
告
が

必
要
な
方
は

確
定
申
告
の

提
出
は

確
定
申
告
の

提
出
は

源
泉
徴
収
票

年
金
と

税
金

QQAAAA QQ

Q
A
&
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お問い合わせは「国民年金保険料専用ダイヤル」へ　　　　0570−011−050
050で始まる電話でおかけになる場合は03−6731−2015

〈受付時間〉 月曜日〜金曜日　午前8：30〜午後5：15　　第２土曜日　午前9：30〜午後4：00
 ［ただし、月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）は午後7：00まで延長］

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

日本年金機構
Japan Pension Service

日本年金機構

１カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

割引額 割引額 割引額 割引額

翌月末振替 − − − −

当月末振替（早割） 50円 300円 600円 1,200円

６カ月前納＜現金納付＞ − 730円 1,460円 2,920円

６カ月前納＜口座振替＞ − 1,030円 2,060円 4,120円

１ 年 前 納＜現金納付＞ − − 3,200円 6,400円

１ 年 前 納＜口座振替＞ − − 3,780円 7,560円

２ 年 前 納＜口座振替＞ − − − 14,360円

割引額早見表

※割引額は平成25年度の保険料額を元にした目安額ですので、実際の金額とは異なる場合があります。

●「クレジットカード納付」について

クレジットカードによる納付（立替払い）でも国民年金保険料割引（ただし、現金納付と
同じ割引額です。また、２年前納はありません。）がございます。
詳しくは日本年金機構ホームページをご覧いただくか、お近くの年金事務所にお問い合
わせください。

お申し込みは簡単！
「口座振替申出書」に必要な事項を記入・押印（金融機関への届出印）し、
お近くの年金事務所へ郵送してください。
また、年金事務所や金融機関の窓口に提出していただいても結構です。
●前納の申し込みは下記のとおり期限があります。ご注意ください。

４月〜９月分は２月末まで 10月〜翌年３月分は８月末まで

４月〜翌年３月分は２月末まで

４月〜翌々年３月分は２月末まで

６カ月前納

１ 年 前 納

２ 年 前 納

４月 10月 ３月
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国民年金保険料の納付は
　　　　　　口座振替が便利でお得です！

口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省けます。

また、早割・前納で納付すると保険料が割引されます。

保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に引き落とす方法のことを「早割」といいます。

早割 月50円（年間600円）

前納

※早割申込後の最初の引き落としは、前月分（割引なし）と当月分（50円割引）
の２カ月分となり、その後は当月分（50円割引）の１カ月分となります。

４月分
15,040円

現金で毎月納付
90,240円

現金で毎月納付する場合
360,960円（15,040円×24カ月）

現金で毎月納付
180,480円

４月分
15,040円

５月分
15,040円

5月分（早割）
14,990円

６月分
15,040円

6月分（早割）
14,990円

●翌月末振替（通常の口座振替）

●６カ月前納

●２年前納

●１年前納

●当月末振替（早割）

翌月末引落 翌月末引落 当月末引落2カ月分引落

【留意事項】
注１：上記、国民年金保険料額・割引額は、平成25年度の保険料額を元にした目安額ですので、

実際に引き落としされる金額とは異なります。
注２：国民年金保険料額は法律に基づき、物価や賃金の伸びに合わせて毎年度調整されており、

平成26年度の保険料額は平成26年２月下旬に告示される予定です。
注３：実際に口座から引き落としされる金額は「国民年金保険料口座振替額通知書」にて、ご確

認願います。
注４：前納分はすべてその年の社会保険料控除の対象となります。（２年前納は２年分が対象と

なります。）

口座振替で前納
89,210円

口座振替で前納
360,960円−14,360円＝346,600円

口座振替で前納
176,700円

※４月分〜９月分は４月末、10月分〜翌年３月分は10月末に一括引き落とし

※４月末に一括引落とし

※４月末に一括引落とし

初回は、原則、前月分と６カ月前納分の７カ月分
の引き落としになります。

初回は、原則、前月分と２年前納分の25カ月分の引き落としになります。

初回は、原則、前月分と１年前納分の13カ月分
の引き落としになります。

1,030円割引 3,780円割引

14,360円割引
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協会けんぽ茨城支部からのお知らせ

インターネットでも、生活習慣病予防健診
の申込みができます！

お問い合わせ先
協会けんぽ　茨城

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/ibaraki/

☎029-303-1584（保健グループ）

平成24年４月から、インターネットでも生活習慣病予防健診の一括申込みができるサービスが始まっています。

こんな事業所
の皆さまに
おすすめ！

支店や営業所が多い

対象者が多くて大変

Excelでも管理したい

ご利用にはID・パスワードの申請が必要です

以下の「ご利用方法」に沿ってホームページ
からお申込みください。

◇インターネットによる申込みのメリット◇
◦健診対象者が多い場合、インターネットによる申込みの方が郵送による申込みより早く
手続きが完了します。
◦郵送による申込みで必要な「申込書の記入」や「送付コスト」など事務処理上の負担が、
インターネットでの申込みにより軽減されます。

ご利用方法

１．協会けんぽのホームページより、ＩＤ・パスワードの取得
申請を行ってください。

２．ＩＤ・パスワードが郵送で通知されましたら、情報提供
システムにログインして健診対象者データをダウンロード
することができます。

３．ダウンロードしていただいた健診対象者データに必要事項
を入力し、インターネットで申込みます。

協会けんぽホームページで
『インターネットサービス』
をクリック！

１．生活習慣病予防健診はセット健診です。原則、本人の希望等により受診項目を選ぶことはできません。
　　受診されない項目がある場合、補助が受けられない場合がありますのでご注意ください。

２．健診費用については、上限が決められており、ほとんど金額は変わりませんが、健診機関により若干差があります。
　　また、オプション等を追加されますとその分は自費となります。

３．生活習慣病予防健診は基本的に胃検診は胃部レントゲン検査（バリウム検査）ですが、希望により胃内視鏡検査
（胃カメラ）に替えることが可能です。

　　その際に健診機関によっては追加料金が発生する場合があります。ご予約の際に必ずご確認ください。

４．健診のご予約後に、ご予約内容（日程・健診内容）の変更やキャンセルを希望する場合は、予約された健診機関へ
のみご連絡をお願いします。（健診機関から協会けんぽへ連絡が入るため、協会けんぽへのご連絡は不要です。）

生活習慣病予防健診申込み時の注意点


